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はじめに 

 規制改革・民間開放推進３か年計画（改定）（平成 17 年３月 25 日閣議決定）

において，定格電流 60A の電子式単独計器の有効期間の見直しについて要望が

盛り込まれていることを踏まえ，適正な計量の実施を確保する観点から技術的

な見地により妥当性等について検討を行った。本報告書は、有効期間の見直し

に資することを目的として，経済産業省の指導の下，日本電気計器検定所にお

いて学識経験者，電気事業者，製造事業者，修理事業者等の関係者の協力によ

り研究会（電気計器技術課題等研究会）を設置し，検討結果をとりまとめたも

のである。 

 なお，本報告書で「電子式計器」とは，特に断りがない限り，単独で使用す

る電子式の電力量計を言う。 

 

電力量計の検定有効期間について 

１．定格電流 20A 及び 60A の電力量計について 

  適正な計量の実施を確保するために，電気の取引又は証明における計量に

用いられる電力量計については，計量法により検定有効期間を経過したもの

の使用が制限されている。また，現在，我が国で使用されている電力量計に

ついて定格電流ごとにその種類を見ると，変成器とともに用いる場合を除き，

20A，30A，60A，120A，200A，250A のものが流通している。 

電力量計の検定有効期間は，具体的には計量法施行令に規定されているが，

300V 以下の単独計器については 10 年とされているものの，定格電流が 20A 及

び 60A のものについては７年と定められている。 

 

２．電子式計器の経緯 

  我が国では平成２年に電子式計器（２時間帯）が一般家庭用として導入さ

れた。その後，各電気事業者の料金体系が見直され，それに伴い時間帯数が

増加したことにより，時間帯別に表示する機能を有する電子式計器の使用比

率も高まってきている（現在では，10 時間帯計器の計量法に基づく型式承認

がされている）。 

 

３．定格電流 60A の電子式計器の必要性 

  近年，電子式計器の検定個数推移を見てみると，120A 計器が増加している

傾向にある。これは，使用電力量の推移が示すとおり，一般家庭における電

力の需要が増加しているものの，30A 計器では電流容量が足りない状況にある

ことが理由にあると考えられる。また，計量器のコスト面でも 120A 計器が比
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較的高価であることから，使用電力量に適した定格電流の電力量計として 60A

計器を導入することによりコスト低減を図りたいとする声がある。しかしな

がら，定格電流が 60A の電力量計は，検定有効期間が７年とされていること

から，導入のメリットが薄れてしまうことが問題となっている。【参考資料１】 

 

４．電力量計の検定有効期間について 

  新技術の導入等性能の向上に伴い，使用される定格電流が増加してきた経

緯があり，具体的には，特定計量器検定検査規則（以下「検則」という。）第

716 条により次のように分類されている。 

 

Ⅱ形（最小保証電流値は定格電流の 1/20 及び始動電流値は定格電流の

1/250）該当計器：20A，60A 

Ⅲ形（最小保証電流値は定格電流の 1/30 及び始動電流値は定格電流の

1/375）該当計器：30A，120A 

Ⅳ形（最小保証電流値は定格電流の 1/40 及び始動電流値は定格電流の

1/500）該当計器：200A 

Ⅴ形（最小保証電流値は定格電流の 1/50 及び始動電流値は定格電流の

1/625）該当計器：250A 

※Ⅰ形（最小保証電流値が定格電流の 1/10）は，過去に存在したものの，現在は規定されていない。 

 

  単独計器の検定有効期間は，計量法施行令別表第３において，20A 及び 60A

のものは７年，それ以外については 10 年と定められている。これは，機械式

のⅢ形計器の導入に際し，表示装置の軽量化による摩擦の低減化，経年的に

安定な永久磁石を採用し，制動力を安定化するとともに，回転数を下げて軸

受等の摩擦を低減させる等その耐久性の向上が認められたことから，昭和 57

年に計量行政審議会で検討がされた結果，有効期間が 10 年に延長された。 

他方，Ⅱ形計器については，Ⅲ形計器に比べ表示装置，制動装置等の性能

が劣ることから７年のまま据え置きとされている。 

  計量法施行令の規定では，有効期間について機械式・電子式の区別を行っ

ていないため，電子式の計器であっても 20A 及び 60A の計器の検定有効期間は

７年となっている。【参考資料２】 

 

有効期間の見直しのための評価試験 

１．基本的考え方 

（１）前提 

今回検討の対象となっている定格電流 20A 及び 60A の電子式計器について
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は，使用されている実績がないことから，検定有効期間を検討するにあたっ

ては，検証の基本的考え方を以下のとおりとした。 

  

① 電子式計器の構造は，定格電流が変わることによる電気的特性等を除き，

基本的に定格電流が変わろうとも同一であるため，定格電流 20A 及び 60A

の電子式計器の有効期間を 10 年とする場合は，既に検定有効期間 10 年の

電子式計器として使用されている 30A，120A，200A，250A の電子式計器で

行われている型式承認試験と同一試験項目で基準に適合すれば，同様の構

造を有する。【参考資料３】 

 

② 現在使用されている電子式計器が 10 年の検定有効期間で使用されている

ことから，使用実態を検証し，実使用後の性能が確認できればこれらの計

器と同様の構造を有する計器は 10 年の耐久性を有する。 

 

①については，具体的に以下の内容により評価を行った。 

 

（２）構造上の性能評価について 

型式承認は，電力量計が検定有効期間における使用の耐久性を評価する試験

であることから，本検討での試験内容は，型式承認試験と同様の項目を行う。 

ただし，20A 及び 60A の電子式計器の構造が，定格電流による差異がある部

分を除き，既存の電子式計器と同等の構造であることから，既存の電子式計器

の検証データで検討できる項目は除くこととした。 

つまり，定格電流が変わることによって試験内容が変わる，計量の誤差の許

容限度，電気的性能等を中心に実施するものとし，機械的性能，絶縁性能等定

格電流に影響を受けない項目については，既存のデータで評価を代用した。 

 

（３）20A と 60A の性能評価（器差検査等）について 

定格電流 20A 及び 60A の計器について，既存の有効期間 10 年の電子式計器

と同等のⅢ形又はⅣ形計器として型式適合性試験を行うこととした。 

定格電流 20A の計器の試験については，定格電流が 30A の電子式計器を用い

て，20A 計器最小保証電流値等の電流に係わる項目（５項目）について，Ⅲ形

及びⅣ形計器として試験を行った。 

定格電流が 60A の計器の試験については，製造事業者２社の協力により試作

品を製造し，影響の考えられる項目（14 項目）について，Ⅲ形計器として試

験を行った。 
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評価結果と結論 

１．評価結果 

（１）定格電流 20A を想定した電子式計器の性能評価について 

定格電流が 30A の計器に対して，定格電流 20A 計器を想定して電流に係わる

５項目の試験を実施した結果，いずれの試験においても基準に適合していた。

【参考資料４】 

 

（２）定格電流 60A の電子式計器の性能評価について 

定格電流が 60A の計器に対して，影響の考えられる 14 項目の試験を実施し

た結果，いずれの試験においても基準に適合していた。【参考資料４】 

 

（３）電子式計器の実態調査について 

初回検定後，10 年間実使用された電子式計器の性能について，平成 13 年に

行われた電子式計器の実態調査のデータを分析した結果，使用公差における不

良計器の発生はなかった。また，潜動試験及び始動試験も問題のない結果だっ

た。 

これらの結果から，既存で使用されている電子式計器は，10 年間の使用に

おいて適正に計量できる性能を有していると評価できる。【参考資料５】 

 

２．検討結果 

評価結果から，既存で使用されている電子式計器が，10 年の有効期間にお

いて適正に計量できる性能を有しており，また，試作品の 60A 電子式計器及び

20A 計器として試験を行った 30A 電子式計器が，既存で 10 年間使用されてい

る電子式計器で行っている型式適合性試験の基準に適合していることから，同

構造において製造される定格電流 20A 及び 60A の電子式計器については，10

年の有効期間において適正に使用可能と判断できる。 

なお，試験により定格電流 20A の電子式計器は，Ⅲ形（器差の最小保証範囲

が定格電流の 1/30）又はⅣ形計器（器差の最小保証範囲が定格電流の 1/40）

としての性能が保証可能と確認できたが，Ⅲ形では試験電流の値が無限小数に

なること，またいずれの型の計器についても器差の最小保証範囲が 1A である

ことから，従前のとおり器差の最小保証範囲は 1A であるⅡ形相当（1/20 まで

保証）と分類することが適当である。一方，定格電流 60A の電子式計器につい

ては，試験電流の値が無限小数にならないことから試験で確認できたとおり，

Ⅲ形計器として分類することが適当である。 
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参考資料１ 

 

１．電子式計器の使用数の推移 

 

（１）年度別電子式計器の検定実績 

単位：台 

 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

新 品 97，692 70，150 61，896 43，521 47，816 53，493

修理品 208 1，928 10，300 10，750 11，071 13，42530A 

合 計 97，900 72，078 72，196 54，271 58，887 66，918

新 品 90，766 146，483 137，416 132，837 167，369 212，870

修理品 163 2，362 7，228 35，145 33，481 7，773120A 

合 計 90，929 148，845 144，644 167，982 200，850 220，643

日本電気計器検定所電気計器検定受付月報より（平成17年5月集計） 

 

（２）年度別の使用電力量の推移 
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参考資料２ 

２．単独計器のⅠ形，Ⅱ形，Ⅲ形の構造の違いについて 

 

耐久性能に影響する主な要因は，機械的な機構の摩擦及び制動装置（永久磁石）の強さの変

化であることから，それらを低減するための技術開発が行われてきた。 

技術開発の主な方向 → ａ．機械的機構摩擦の低減，ｂ．駆動力の増加と経年的な安定化， 

ｃ．回転力の増加 
 
                       機械式電力量計の構造 (単相2線式) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

構成部品 Ⅰ形 Ⅱ形 Ⅲ形 構造の違いの効果 

下部軸受 単一宝石軸受 二重宝石軸受 軸受摩擦の低減化 

表示装置の数字車 スズ合金ダイキャスト 
アルミ合金 

プレス 

軽量化により計量装置の

摩擦の低減化 

制動装置 

（永久磁石） 
クロム鋼磁石 ＭＫ 鋼磁石 アルニコ磁石

磁石が強く，経年的に安

定な永久磁石を採用し，

機動力を安定化するとと

もに，回転数を下げて軸

受等の摩擦を低減化 

電圧・電流鉄心  形状を大型化
回転力を増して円板の安

定化 

計器定数（1kWh当た

りの回転数） 
2,000～2,500 1,200～1,600 800～1,200  

端子ボックス 
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参考資料３ 

 

３．電子式電力量計の構成図 

 

 

 ○入力電圧・電流値に応じた適切  ○定格値に係らず，すべての 

  な部品が使用されているので性   性能は同一である。 

  能に差は生じない。 

 

 電圧変換部：変圧器   一定の 

       抵抗    電圧値 

       コンデンサ に変換 

  

 電流変換部：変流器   一定の 

             電流値 

       ホール素子 に変換 
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  中央制御部 
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積算・分周により

1 パルスあたりの

電力量の重み付け

を行う。） 
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電子式電力量計 

 kWh 
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電子式電力量計の構成 
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I 
W 

供給電圧 

負荷電流 
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参考資料４ 

 

４．定格電流20A及び60Aの電子式計器に関する構造基準の適合性試験結果 

 

製造事業者２社より提出された計器を日本電気計器検定所において，構造上の技術基

準への適合性について検証を行った。 

 

定格電流 20A 計器：定格電流 30A の電子式計器を用いて，20A 定格のⅢ形又はⅣ形

計器に相当する最小保証電流値で試験を実施した。 

定格電流60A計器：定格電流60Aの電子式計器の試作品を用いて，Ⅲ形計器に相当

する最小保証電流値で試験を実施した。 

 

（１）試験内容 

    試験については，定格電流それぞれの計器５台を対象に試験を行った。 

   イ 20A計器の試験項目（電流に関する項目） 

①始動試験，②逆方向電流の影響試験，③電流特性試験， 

④不平衡負荷特性試験，⑤器差変動試験 

 

   ロ 60A計器の試験項目 

①構造等外観検査，②始動試験，③潜動試験， 

④逆方向電流の影響試験，⑤自己加熱特性試験，⑥電流特性試験， 

⑦不平衡負荷特性試験，⑧周波数特性試験，⑨温度特性試験， 

⑩外部磁界の影響試験，⑪波形の影響試験，⑫器差変動試験， 

⑬絶縁性能試験，⑭連続動作試験 

 

    なお，試験計器は，すでに型式承認を受けている電子式計器と同等の構造であ

ることから，上記試験項目とした。他の試験項目は，省略した。 

 

（２）試験項目及び試験条件 

イ 構造等外観検査 

◇ 構造等外観が，技術基準に定める規定に適合するか検査する。 

ロ 始動試験 

◇ 以下の電力を加えて行う。連続動作試験を行う前と行った後においても行

う。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の0.27(0.2)%》 

◎ 10秒間に計量パルスが2パルス以上発生し，その発生が継続すること。 

ハ 潜動試験 

◇ 定格周波数，定格電圧の110%を加えて行う。 

◎ 90秒間に計量パルスが発生しないこと。 
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ニ 逆方向電流の影響試験 

◇ 以下の電力を加えた状態で，負荷電流の方向を逆方向とした場合におい

て行う。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の0.27(0.2)%》 

◎ 10秒間に計量パルスが発生しないこと。 

ホ 自己加熱特性試験 

◇ 以下の電力を加えて，通電直後，30分後及び120分後の器差を測定する。 

《定格周波数 定格電圧 力率1,0.5(遅れ) 定格電流》 

◎ 通電直後と30分後及び30分後と120分後の器差の差で表す。 

◇ 定格周波数，定格電圧を1時間加えた後以下の電力を加えて通電直後，

30分後及び120分後の器差を測定する。 

《定格周波数 定格電圧 力率1,0.5(遅れ) 定格電流》 

◎ 通電直後と30分後及び30分後と120分後の器差の差で表す。 

へ 電流特性試験 

◇ 以下の電力を加えて器差を測定する。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の3.3(2.5) ～ 100%》 

《定格周波数 定格電圧 力率0.5 定格電流の6.7(5.0) ～ 100%》 

◎ 器差及び器差の最大値と最小値の差で表す。 

ト 不平衡負荷特性試験 

◇ 1素子ごとに以下の電力を加えて器差を測定する。 

《定格周波数 平衡定格電圧 力率1 定格電流の6.7(5.0) ～ 50%》 

《定格周波数 平衡定格電圧 力率0.5(遅れ)  定格電流の13.3(10) ～ 

50%》 

◎ 器差及び定格電流の50%での平衡負荷状態のときの器差と不平衡負荷状

態のときの器差の差で表す。 

チ 周波数特性試験 

◇ 以下の電力を加えて器差を測定する。 

《95,100,105%定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の6.7,100%》 

《95,100,105%定格周波数 定格電圧 力率0.5(遅れ)  定格電流の50%》 

◎ 定格周波数のときの器差との差で表す。 

リ 温度特性試験 

◇ 以下の電力を加えて，周囲温度を-10℃～40℃の範囲で10℃ごとに変化さ

せて器差を測定する。 

《定格周波数 定格電圧 力率1,0.5(遅れ)  定格電流》 

◎ 10℃の変化による器差の差で表す。 

ヌ 外部磁界の影響試験 

◇ 計器を直径1m，起磁力100Aの磁化コイルの中心に置き，外部磁界を最大

の影響を与える方向に加え，以下の電力を加えて器差を測定する。なお，

磁化コイルの電流は計器を駆動させる電源と同一の周波数とし，かつ，
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計器に最大の影響を与える位相とする。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の6.7%》 

◎ 外部磁界を与える前と，外部磁界を与えているときの器差の差で表す。 

ル 波形の影響試験 

◇ 以下の電力を加え，その負荷電流に10%の第三調波を合成した高調波を含

めた場合において器差を測定する。但し，各高調波の基本波に対する位

相角は計器に最大の影響を与える角度とする。なお，試験は各素子を単

相接続した状態で行う。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の33%》 

ヲ 器差変動試験 

◇ 以下の電力を加えて，器差を20回測定する。連続動作試験を行う前と行

った後においても行う。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の3.3(2.5)%》 

◎ 器差の最大値と最小値の差で表す。 

ワ 絶縁性能試験 

◇ 電気回路とベース間及び電気回路相互間に直流500Vを加えて行う。 

◎ 絶縁抵抗が5MΩ以上あるか試験する。 

カ 連続動作試験 

◇ 定格周波数，定格電圧，力率1，定格電流の電力を加えて，1000時間連

続動作を行ったとき以下の電力を加えた場合において通電直後，500時間

後及び1000時間後の器差を測定する。 

《定格周波数 定格電圧 力率1 定格電流の3.3,100%》 

◎ 通電直後と500時間後及び通電直後と1000時間後の器差の差で表す。 

ヨ 省略した試験 

(ｲ) 停電の影響試験 

(ﾛ) 振動の影響試験 

(ﾊ) 衝撃の影響試験 

(ﾆ) 電流コイル等の温度上昇試験 

(ﾎ) 耐候性の試験 

(ﾍ) 高温・高湿の影響試験 

(ﾄ) 温度サイクルの影響試験 

(ﾁ) 静電気等の影響試験 
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（３）定格電流20Aを想定した電子式計器の性能評価試験結果 

試験については，定格電流 30A の電子式計器を用いて，20A 定格のⅢ形又はⅣ形

に相当する電流値において，電流に係わる項目を行った。 

 

イ Ａ社30A電子式計器に対する適合性試験結果 
 

計器の種類 普通電力量計 相線式 単相3線式 

定格値 100V 30A 60Hz 耐候区分 普通耐候形 

計器定数 500/3 pulse/kWs 計器の個数 5台 

製造事業者 A 社 試験計器 100V 30A 60Hz 

 

① Ⅲ形計器相当の試験結果 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：20A，fn：60Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 始  動  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

(2) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

3.3%In [±2.0,  -  ] -0.4(0.2) － 

6.7%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) -0.2(0.2)

 10%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) -0.1(0.2)

 20%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1)  0.0(0.2)

 50%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1)  0.0(0.2)

器  差 En, fn 

100%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1) -0.1(0.1)

(3) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 3.3～100%In, pf 1 [1.5] 

    6.7～100%In, pf 0.5 [2.0] 
 0.4(0.1)  0.2(0.1)

 6.7%In [±3.0] -0.4(0.1) － 

  10%In [±3.0] -0.3(0.1) － 

13.3%In [±3.0] － -0.3(0.3)

  20%In [±3.0] -0.2(0.1) -0.2(0.2)

1側 

  50%In [±3.0] -0.2(0.1) -0.2(0.2)

 6.7%In [±3.0] -0.2(0.2) － 

  10%In [±3.0] -0.1(0.1) － 

13.3%In [±3.0] － -0.1(0.1)

  20%In [±3.0] -0.1(0.1)  0.0(0.3)

 器  差 
En, fn 

     

3側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.0(0.2)

1側 [2.5]  0.1(0.1)  0.2(0.1)

(4) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

(5) 器 差 変 動 En, fn, 3.3%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.1) － 
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② Ⅳ形計器相当の試験結果 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：20A，fn：60Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 始  動  En, fn, (1/500)In, pf 1  10s 良 

(2) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/500)In, pf 1  10s 良 

2.5%In [±2.0,  -  ] -0.4(0.2) － 

 5%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) -0.2(0.2)

10%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) -0.1(0.2)

20%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1)  0.0(0.2)

50%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1)  0.0(0.2)

器  差 En, fn 

100%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1) -0.1(0.1)

(3) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 2.5～100%In, pf 1 [1.5] 

      5～100%In, pf 0.5 [2.0] 
 0.4(0.1)  0.2(0.1)

   5%In [±3.0] -0.4(0.1) － 

  10%In [±3.0] -0.3(0.1) -0.3(0.3)

  20%In [±3.0] -0.2(0.1) -0.2(0.2)
1側 

  50%In [±3.0] -0.2(0.1) -0.2(0.2)

   5%In [±3.0] -0.2(0.2) － 

  10%In [±3.0] -0.1(0.1) -0.1(0.1)

  20%In [±3.0] -0.1(0.1)  0.0(0.3)

 器  差 
En, fn 

     

3側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.0(0.2)

1側 [2.5]  0.1(0.1)  0.2(0.1)

(4) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

(5) 器 差 変 動 En, fn, 2.5%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.1) － 
 

注：試験成績は，５台の平均値を表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 9

 

ロ Ｂ社30A電子式計器に対する適合性試験結果 
 

計器の種類 普通電力量計 相線式 単相3線式 

定格値 100V 30A 60Hz 耐候区分 普通耐候形 

計器定数 500/3 pulse/kWs 計器の個数 5台 

製造事業者 B 社 試験計器 100V 30A 60Hz 

 

① Ⅲ形計器相当の試験結果 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：20A，fn：60Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 始  動  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

(2) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

3.3%In [±2.0,  -  ]  0.0(0.1) － 

6.7%In [±2.0,±2.5]  0.1(0.1)  0.1(0.1)

 10%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

 20%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

 50%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

器  差 En, fn 

100%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.0) -0.1(0.1)

(3) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 3.3～100%In, pf 1 [1.5] 

    6.7～100%In, pf 0.5 [2.0] 
 0.1(0.1)  0.2(0.1)

 6.7%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

13.3%In [±3.0] －  0.0(0.1)

  20%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.0(0.2)

1側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.0) -0.1(0.1)

 6.7%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

13.3%In [±3.0] －  0.1(0.1)

  20%In [±3.0]  0.1(0.1)  0.0(0.1)

 器  差 
En, fn 

     

3側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.0)  0.0(0.1)

1側 [2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

(4) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

(5) 器 差 変 動 En, fn, 3.3%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.0) － 
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② Ⅳ形計器相当の試験結果 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：20A，fn：60Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 始  動  En, fn, (1/500)In, pf 1  10s 良 

(2) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/500)In, pf 1  10s 良 

2.5%In [±2.0,  -  ]  0.0(0.1) － 

 5%In [±2.0,±2.5]  0.1(0.1)  0.1(0.1)

10%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

20%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

50%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

器  差 En, fn 

100%In [±2.0,±2.5]  0.0(0.0) -0.1(0.1)

(3) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 2.5～100%In, pf 1 [1.5] 

      5～100%In, pf 0.5 [2.0] 
 0.1(0.1)  0.2(0.1)

   5%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

  20%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.0(0.2)
1側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.0) -0.1(0.1)

  5%In [±3.0]  0.0(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.0(0.1)  0.1(0.1)

  20%In [±3.0]  0.1(0.1)  0.0(0.1)

 器  差 
En, fn 

     

3側 

  50%In [±3.0]  0.0(0.0)  0.0(0.1)

1側 [2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

(4) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.0(0.1)  0.0(0.1)

(5) 器 差 変 動 En, fn, 2.5%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.0) － 
 

注：試験成績は，５台の平均値を表示。 
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（４）電子式計器に対する定格電流60A の性能評価試験結果 

試験については，製造事業者が製造した定格電流60Aの試作品計器で行った。 
 

イ Ａ社試作品計器に対する適合性試験結果 
 

計器の種類 普通電力量計 相線式 単相3線式 

定格値 100V 60A 50Hz 耐候区分 普通耐候形 

計器定数 125/3 pulse/kWs 計器の個数 5台 

製造事業者 A 社 試験計器 100V 60A 50Hz 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：60A，fn：50Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 構造等外観   基準に適合していること。 良 

(2) 始  動  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

(3) 潜  動  110%En, fn            90s 良 

(4) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

 0 ～  30分 [1.0]  0.1(0.1) 0.1(0.1)
En,fn,In同時印加 

30 ～ 120分 [0.5]  0.0(0.0) 0.0(0.1)

 0 ～  30分 [1.0]  0.0(0.0) 0.0(0.0)
(5) 自己加熱特性 

En,fn 1時間印加後 In
30 ～ 120分 [0.5]  0.0(0.0) 0.0(0.1)

3.3%In [±2.0,  -  ] -0.2(0.2) － 

6.7%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.2) 0.2(0.3)

 10%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.2) 0.2(0.3)

 20%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.2) 0.2(0.2)

 50%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.3) 0.1(0.2)

器  差 En, fn

100%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.2) 0.1(0.2)

(6) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 3.3～100%In, pf 1 [1.5]

    6.7～100%In, pf 0.5 [2.0]
 0.1(0.0)  0.1(0.2)

 6.7%In [±3.0] -0.2(0.3) － 

  10%In [±3.0] -0.2(0.2) － 

13.3%In [±3.0] － 0.2(0.4)

  20%In [±3.0] -0.2(0.3) 0.1(0.4)

1側

  50%In [±3.0] -0.2(0.3) 0.1(0.3)

 6.7%In [±3.0] -0.2(0.2) － 

  10%In [±3.0] -0.2(0.2) － 

13.3%In [±3.0] － 0.2(0.2)

  20%In [±3.0] -0.2(0.2) 0.1(0.3)

 器  差 
En, fn

     

3側

  50%In [±3.0] -0.2(0.2) 0.1(0.2)

1側 [2.5]  0.0(0.1) 0.1(0.1)

(7) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.1(0.0) 0.0(0.1)
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試験条件 [ ]内は限度(%) 
平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き 試験項目 

（En：100V，In：60A，fn：50Hz） pf 1 pf 0.5 

  100～ 95%fn [1.0] 0.0(0.1) － 
6.7%In

  100～105%fn [1.0] 0.0(0.0) － 

100～ 95%fn [2.0] － 0.0(0.0)
50%In 

  100～105%fn [2.0] － 0.0(0.0)

100～ 95%fn [1.0] 0.0(0.1) － 

(8) 周波数特性 En 

100%In
  100～105%fn [1.0] 0.0(0.0) － 

 -10 ～   0℃ [0.6,1.0] 0.0(0.1) 0.0(0.1)

  0 ～ +10℃ [0.6,1.0] 0.0(0.0) 0.0(0.1)

+10 ～ +20℃ [0.6,1.0] 0.0(0.1) 0.1(0.1)

+20 ～ +30℃ [0.6,1.0] 0.1(0.1) 0.0(0.1)

(9) 温 度 特 性 En, fn, In 

+30 ～ +40℃ [0.6,1.0] 0.1(0.1) 0.0(0.1)

(10) 外部磁界の影響 
 直径1m，起磁力100A

の磁化コイル 
En, fn, 6.7%In [1.0]  0.1 － 

(11) 波形の影響  第三調波10％ En, fn, 33%In [1.0]  0.0 － 

(12) 器 差 変 動 En, fn, 3.3%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.0) － 

 絶縁抵抗  直流電圧 500V 100MΩ以上 

 商用周波耐電圧  50Hz 2000V 1min 良 (13) 絶 縁 性 能 

 雷インパルス耐電圧 ＋(1.2／50)μs  6000V 1回 良 

0 ～  500時間 [1.0] 0.0(0.0) 
En, fn, 3.3%In 

0 ～ 1000時間 [1.0] 0.1(0.1) 
－ 

0 ～  500時間 [1.0] 0.0(0.1) 
(14) 連 続 動 作 

En, fn, In 
0 ～ 1000時間 [1.0] 0.1(0.1) 

－ 

 
 

注：試験成績は，５台の平均値を表示。 

ただし，(10)外部磁界の影響，(11)波形の影響については，１台で試験を実施した。 
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ロ Ｂ社試作品計器に対する適合性試験結果 
 

計器の種類 普通電力量計 相線式 単相3線式 

定格値 100V 60A 50Hz 耐候区分 強化耐候形 

計器定数 125/3 pulse/kWs 計器の個数 5台 

製造事業者 B 社 試験計器 100V 60A 50Hz 

 

試験条件 [ ]内は限度(%) 
 平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き試験項目 

（En：100V，In：60A，fn：50Hz） pf 1 pf 0.5 

(1) 構造等外観   基準に適合していること。 良 

(2) 始  動  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

(3) 潜  動  110%En, fn            90s 良 

(4) 逆方向電流の影響  En, fn, (1/375)In, pf 1  10s 良 

 0 ～  30分 [1.0]  0.1(0.1) 0.1(0.1)
En,fn,In同時印加 

30 ～ 120分 [0.5]  0.0(0.1) 0.0(0.1)

 0 ～  30分 [1.0]  0.0(0.1) 0.0(0.0)
(5) 自己加熱特性 

En,fn 1時間印加後 In
30 ～ 120分 [0.5]  0.0(0.0) 0.0(0.0)

3.3%In [±2.0,  -  ] -0.3(0.2) － 

6.7%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) 0.4(0.1)

 10%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.1) 0.2(0.1)

 20%In [±2.0,±2.5] -0.2(0.0) 0.1(0.1)

 50%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1) 0.2(0.1)

器  差 En, fn

100%In [±2.0,±2.5] -0.1(0.1) 0.0(0.1)

(6) 電 流 特 性 

器差の最大値と 

最小値との差 

En, fn, 3.3～100%In, pf 1 [1.5]

    6.7～100%In, pf 0.5 [2.0]
 0.1(0.2)  0.4(0.1)

 6.7%In [±3.0]  0.2(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.1(0.1) － 

13.3%In [±3.0] － 0.5(0.2)

  20%In [±3.0]  0.0(0.1) 0.3(0.1)

1側

  50%In [±3.0]  0.0(0.1) 0.4(0.1)

 6.7%In [±3.0]  0.1(0.1) － 

  10%In [±3.0]  0.0(0.2) － 

13.3%In [±3.0] － 0.5(0.1)

  20%In [±3.0] -0.1(0.1) 0.3(0.2)

 器  差 
En, fn

     

3側

  50%In [±3.0] -0.1(0.1) 0.2(0.1)

1側 [2.5]  0.1(0.1) 0.2(0.0)

(7) 不平衡負荷特性 

平衡負荷の器差との差
En, fn, 

50%In 3側 [2.5]  0.0(0.1) 0.0(0.1)
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試験条件 [ ]内は限度(%) 
平均値（％） 

（ ）内は最大と最小の開き 試験項目 

（En：100V，In：60A，fn：50Hz） pf 1 pf 0.5 

100～ 95%fn [1.0] 0.0(0.0) － 
6.7%In

  100～105%fn [1.0] 0.0(0.0) － 

100～ 95%fn [2.0] － 0.0(0.0)
50%In 

  100～105%fn [2.0] － 0.0(0.0)

100～ 95%fn [1.0] 0.0(0.0) － 

(8) 周波数特性 En 

100%In
  100～105%fn [1.0] 0.0(0.0) － 

 -10 ～   0℃ [0.6,1.0] 0.0(0.0) 0.0(0.1)

  0 ～ +10℃ [0.6,1.0] 0.0(0.1) 0.0(0.1)

+10 ～ +20℃ [0.6,1.0] 0.0(0.1) 0.0(0.1)

+20 ～ +30℃ [0.6,1.0] 0.0(0.0) 0.0(0.0)

+30 ～ +40℃ [0.6,1.0] 0.0(0.1) 0.0(0.1)

(9) 温 度 特 性 En, fn, In 

+40 ～ +50℃ [0.8,1.2] 0.0(0.0) 0.0(0.0)

(10) 外部磁界の影響 
 直径1m，起磁力100A

の磁化コイル 
En, fn, 6.7%In [1.0]  0.0 － 

(11) 波形の影響  第三調波10％ En, fn, 33%In [1.0]  0.1 － 

(12) 器 差 変 動 En, fn, 3.3%In  （20回連続測定） [1.0]  0.0(0.1) － 

 絶縁抵抗  直流電圧 500V 100MΩ以上 

 商用周波耐電圧  50Hz 2000V 1min 良 (13) 絶 縁 性 能 

 雷インパルス耐電圧 ＋(1.2／50)μs  6000V 1回 良 

0 ～  500時間 [1.0] 0.0(0.1) 
En, fn, 3.3%In 

0 ～ 1000時間 [1.0] 0.0(0.1) 
－ 

0 ～  500時間 [1.0] 0.0(0.0) 
(14) 連 続 動 作 

En, fn, In 
0 ～ 1000時間 [1.0] 0.0(0.0) 

－ 

 
 

注：試験成績は，５台の平均値を表示。 

ただし，(10)外部磁界の影響，(11)波形の影響については，１台で試験を実施した。 
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参考資料５ 

 

５．電子式計器の実態調査結果 

 

 資源エネルギー庁において，電気事業連合会，日本電気計器検定所の協力により,平成

13年度に行った電気計器の実態調査では，電子式計器の初回検定品について調査が実施

され，「電気計器実態調査報告」（平成13年度）が取りまとめられた。 

 以下については，同報告書から電子式計器に係る部分を抜粋したものである。 

 

対象計器：定 格 等  単相３線式（２時間帯），100V，30A及び120A 

      検満年度  平成13年度～平成15年度のもの（初回検定品） 

      調査台数  取付使用台数の地区別比率を考慮し，各地区において使用台

数の多い型式の中からランダムに抽出した。 

             30A  420台 

             120A 420台 

 

調査項目：調査項目は次のとおり。 

構造等外観検査，絶縁抵抗試験，潜動試験，始動試験，器差試験 

 

 

 

（１）器差の平均値及び標準偏差（［±3.0］：使用公差） 

 

負荷電流 

定格電流に対す

る％ 

個 数 

（台） 

平均値 

（％） 

標準偏差 

σ（％） 

100［±3.0］ -0.02 0.31 

 50［±3.0］ -0.03 0.26 

 20［±3.0］ -0.05 0.25 

単相3線式 30A 

（初回検定品） 

3.3※ 

420 

-0.10 0.24 

100［±3.0］  0.01 0.33 

 50［±3.0］ -0.02 0.29 

 20［±3.0］ -0.03 0.28 

単相3線式 120A 

（初回検定品） 

3.3※ 

420 

-0.03 0.29 

100［±3.0］ -0.01 0.32 

 50［±3.0］ -0.03 0.28 

 20［±3.0］ -0.04 0.27 
合 計 

3.3※ 

840 

-0.06 0.27 

※ 3.3%は，特定計量器検定検査規則において，使用中検査の試験項目として規定されていない。 
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（２）器差分布の範囲（ｍ：平均値，σ：標準偏差） 

負荷電流 力率１ 単相3線式 30A 単相3線式 120A 

100％  ｍ-4σ ～ ｍ+4σ※ -1.26 ～ 1.22 -1.31 ～ 1.33 

 50％ ｍ-4σ ～ ｍ+4σ -1.07 ～ 1.01 -1.18 ～ 1.14 

 

 20％ ｍ-4σ ～ ｍ+4σ -1.05 ～ 0.95 -1.15 ～ 1.09 

3.3％ ｍ-4σ ～ ｍ+4σ -1.06 ～ 0.86 -1.19 ～ 1.13 

※ ｍ-4σ～ｍ+4σは，データ（器差）が約99.99％の確率で含まれる範囲を統計的に算出したもの。 

 

（３）使用公差を超過した不良台数及び不良率 

単位：台 

負荷電流 合 計 
 

100％ 50％ 20％ 台 数 不良率（％）

単相3線式 30A 

（初回検定品） 
0 0 0 0 0.00 

単相3線式 120A 

（初回検定品） 
0 0 0 0 0.00 

合 計 0 0 0 0 0.00 

 

（４）構造等外観検査の調査結果 

単位：台 

 銘板の判読困難
塗装のひび割れ 

等が著しい 

金属部のさび 

が著しい 

表示内容を読

み取ることが

できない 

単相3線式 30A 

（初回検定品） 
2 5 3 0 

単相3線式 120A 

（初回検定品） 
4 21 5 0 

合 計 6 26 8 0 

※ 項目が重複するものは，項目ごとに１台とした。 

 

（５）項目別不良台数及び不良率 

上段：台 数（台），下段：不良率（％） 

 使用公差 絶縁抵抗 潜 動 始 動 合 計 

0 0 0 0 0 単相3線式 30A 

（初回検定品） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0 0 0 0 0 単相3線式 120A 

（初回検定品） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0 0 0 0 0 
合 計 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
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